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肉牛（畜産）の生産と消費の動向 
 肉牛の生産は戦後急増しましたが、昭和 30年をピ

ークに、以後全国的に停滞気味で、その増加率なら

びに食肉供給量は 30年にくらべ 110パーセント位に

止まっています。 

 本県は、全国的な肉用種牛（和牛）牛生産県で、

このところ約年間２万３千頭を県外に供給していま

す。肉牛の主体は去勢牛が多いわけですが、これら

肉畜の生産の状況は大体全国と同じ傾向をみせてい

ます。 

 第２表でもわかるとおり、昭和 30年から食肉の生

産量は急に伸びています。これはこの頃から日本に

おいて寄せハムが製造されだして、雄の仔牛がと殺

され、加工肉に向けられたからであります。ところ

がこの傾向は３年程続きましたが、昭和 32年には需

要増に反し仔牛の生産は、減少をきたしました。そ

のため第３表にみられるように止むなくかなり豪州

肉が輸入されたわけであります。 

 その後は30年と殆んど生産量においては横ばいで

したが、ただ注目すべきは豚肉の生産、需要がのび、

肉牛の減少を補ってきていることです。 

 いま牛のと殺、枝肉生産について昭和 28年と昭和

30 年を比べて見ますと、と殺頭数で全国 72パーセン

ト、岡山県において 76パーセント枝肉生産量で全国

70 パーセント（輸入肉を含む）、岡山県においては

54 パーセントそれぞれ大巾な増加を見ています。 

 この他に岡山県においては、肉牛として約６千頭

を京阪神地区に移出していますが、昭和 37年からは

岡山県営食肉市場の開設に伴ない、これら肉畜も枝

肉として移出されることになりましょう。なお県に

おいては畜産振興計画により肉用素畜の増産をはか

り、肉畜の導入事業をおこなって

いますが、年々肉牛は若令化し、

これを補うため、１頭当りの産肉

増加が望まれています。 

 一方肉の消費を外国の主要国

に比べてみますと、現状では世界

でも最下位の部類に入り、食肉の

消費に関する限り文明国とはい

えないようで、今後の食生活の改

善がこれからの大きな問題であります。 

 


